
◆ 活動実施状況～

　当委員会は、建災防旭川分会の活動として旭川労働基準監督署と合同で、５月より

１２月までの計８回と冬季（２月）に１回を現場安全パトロールを実施しました。

◆ パトロールの総評として～

今年のパトロールを実施して感じたことは、以前に比べ、安全を意識している

現場の所長さんが増えていることです。ただ、「意識はしているが、どうやったらよい

か分かっていない。」「何が危険なのか、判断できていない。」ということも感じら

れました。

人命にかかわる重大災害をはじめとする災害の防止には、「1.リスクの特定」

「2.リスクの分析」「3.リスクの評価」「4.リスクの対応」の作業所長と作業する人

の日々の共同作業が必要であり、改善する方法について、監督署のご意見もいただき

ながら、指導を行ってきました。

一方で、安全意識の低い現場もまだ有りましたので、更なる指導を来年度も

続けていきたいと思います。

① 現場の統括管理体制に関して～

●

現場における「安全日誌・日報」の作成及び整備が必要であるので毎日記載すること。

●

現場において「作業主任者」の表示をし、作業員に周知させる（職務内容を含めて）

ご安全に！

安衛則６３６条

平成２５年度平成２５年度平成２５年度平成２５年度

～建災防旭川分会・旭川労働基準監督署合同安全パトロール報告～～建災防旭川分会・旭川労働基準監督署合同安全パトロール報告～～建災防旭川分会・旭川労働基準監督署合同安全パトロール報告～～建災防旭川分会・旭川労働基準監督署合同安全パトロール報告～

平成26年3月3日

労務安全委員会

パトロール回数 １０　回 （木建ＰＡＴ含め）

パトロール現場数

建　築 ９現場

土　木 ２９現場

パトロール延人数

監督署 ２６名

分　会 １２０名



●

災害防止協議会の開催及び記録が保管されていない。

　特定元方事業者は、元請及び多数の協力会社の作業員が一の場所で混在して作業

　特定元方事業者は、元請及び多数の協力会社の作業員が一の場所で混在して作業　特定元方事業者は、元請及び多数の協力会社の作業員が一の場所で混在して作業

　特定元方事業者は、元請及び多数の協力会社の作業員が一の場所で混在して作業

する場合、労働災害防止のために「災害防止協議会」を設置・運営しなければならない。

する場合、労働災害防止のために「災害防止協議会」を設置・運営しなければならない。する場合、労働災害防止のために「災害防止協議会」を設置・運営しなければならない。

する場合、労働災害防止のために「災害防止協議会」を設置・運営しなければならない。

●

現場所長（統責者）による現場巡視がされていない。また、巡視記録がされていない。

※

※※

※ 「巡視」の確実な実施と「指示」を行った場合の「確認」まで。

「巡視」の確実な実施と「指示」を行った場合の「確認」まで。「巡視」の確実な実施と「指示」を行った場合の「確認」まで。

「巡視」の確実な実施と「指示」を行った場合の「確認」まで。

※

※※

※ 巡視のなかで、「特になし」の表記は避けること。時刻の記載もすること。

巡視のなかで、「特になし」の表記は避けること。時刻の記載もすること。巡視のなかで、「特になし」の表記は避けること。時刻の記載もすること。

巡視のなかで、「特になし」の表記は避けること。時刻の記載もすること。

② 墜落防止対策に関して～

●

足場の布板と布板との間隔が広く開いていた。

※

※※

※ 高さ２ｍ以上の作業場所には、作業床を設けなければならない。

高さ２ｍ以上の作業場所には、作業床を設けなければならない。高さ２ｍ以上の作業場所には、作業床を設けなければならない。

高さ２ｍ以上の作業場所には、作業床を設けなければならない。

（４０ｃｍ以上の幅、３ｃｍ以下のすき間）

（４０ｃｍ以上の幅、３ｃｍ以下のすき間）（４０ｃｍ以上の幅、３ｃｍ以下のすき間）

（４０ｃｍ以上の幅、３ｃｍ以下のすき間）

●

足場の組立後の点検が行われていなかった。日常点検も同様に行われていなかった。

※

※※

※ 悪天候若しくは中震以上の地震又は足場の組立、一部解体若しくは変更後に

悪天候若しくは中震以上の地震又は足場の組立、一部解体若しくは変更後に悪天候若しくは中震以上の地震又は足場の組立、一部解体若しくは変更後に

悪天候若しくは中震以上の地震又は足場の組立、一部解体若しくは変更後に

足場使用開始前に点検を実施。

足場使用開始前に点検を実施。足場使用開始前に点検を実施。

足場使用開始前に点検を実施。

※

※※

※ 作業開始前に足場の日常点検を実施しなければならない。

作業開始前に足場の日常点検を実施しなければならない。作業開始前に足場の日常点検を実施しなければならない。

作業開始前に足場の日常点検を実施しなければならない。

※

※※

※ つり足場に関しては、作業開始前に日常点検を実施

つり足場に関しては、作業開始前に日常点検を実施つり足場に関しては、作業開始前に日常点検を実施

つり足場に関しては、作業開始前に日常点検を実施

●

掘削部法肩にコーン・コーンバーを置いて明示をしていた。

※

※※

※ 立入禁止策でなく、墜落防止策が必要です。

立入禁止策でなく、墜落防止策が必要です。立入禁止策でなく、墜落防止策が必要です。

立入禁止策でなく、墜落防止策が必要です。

安衛則１８条

安衛則６３５条

安衛則６３７条

安衛則５６３条

安衛則５６７条 （事業者）

安衛則６５５条 （注文者）

安衛則５６８条



※

※※

※ 墜落等による危険防止について～

墜落等による危険防止について～墜落等による危険防止について～

墜落等による危険防止について～

 ①

 ① ①

 ① 高さ２ｍ以上で墜落の危険のある時は「作業床」

高さ２ｍ以上で墜落の危険のある時は「作業床」高さ２ｍ以上で墜落の危険のある時は「作業床」

高さ２ｍ以上で墜落の危険のある時は「作業床」

②

②②

② 高さ２ｍ以上の作業床の端・開口部には、囲い・手摺・覆い

高さ２ｍ以上の作業床の端・開口部には、囲い・手摺・覆い高さ２ｍ以上の作業床の端・開口部には、囲い・手摺・覆い

高さ２ｍ以上の作業床の端・開口部には、囲い・手摺・覆い

囲いを設けることが困難な場合は、「安全帯」

囲いを設けることが困難な場合は、「安全帯」囲いを設けることが困難な場合は、「安全帯」

囲いを設けることが困難な場合は、「安全帯」

③ 機械・器具災害防止対策に関して～

●

　機械・クレーン計画書の作成がされないまま、掘削作業をしていたり、クレーン

機能付バックホーがクレーン作業に切り替えになった時に、クレーン作業計画書が

なかった。

※

※※

※ 作業に合った作業計画をその都度立案・作成すること。掘削等の作業においては

作業に合った作業計画をその都度立案・作成すること。掘削等の作業においては作業に合った作業計画をその都度立案・作成すること。掘削等の作業においては

作業に合った作業計画をその都度立案・作成すること。掘削等の作業においては

「車両系建設機械等計画書」を、荷の吊り上げ作業等は「クレーン計画書」を

「車両系建設機械等計画書」を、荷の吊り上げ作業等は「クレーン計画書」を「車両系建設機械等計画書」を、荷の吊り上げ作業等は「クレーン計画書」を

「車両系建設機械等計画書」を、荷の吊り上げ作業等は「クレーン計画書」を

それぞれ作成し、各々の計画書を関係作業員全員に周知させること。

それぞれ作成し、各々の計画書を関係作業員全員に周知させること。それぞれ作成し、各々の計画書を関係作業員全員に周知させること。

それぞれ作成し、各々の計画書を関係作業員全員に周知させること。

また、変更等が発生した時には当初の作業計画書に「朱書き」で加筆し、

また、変更等が発生した時には当初の作業計画書に「朱書き」で加筆し、また、変更等が発生した時には当初の作業計画書に「朱書き」で加筆し、

また、変更等が発生した時には当初の作業計画書に「朱書き」で加筆し、

変更内容を再度周知徹底を図ること。

変更内容を再度周知徹底を図ること。変更内容を再度周知徹底を図ること。

変更内容を再度周知徹底を図ること。

●

合図者。誘導員の適正配置がされていなかった。

※

※※

※ 合図者・誘導者の意味を理解し、適正配置をすること。

合図者・誘導者の意味を理解し、適正配置をすること。合図者・誘導者の意味を理解し、適正配置をすること。

合図者・誘導者の意味を理解し、適正配置をすること。

また、安全チョッキ等の着用も。

また、安全チョッキ等の着用も。また、安全チョッキ等の着用も。

また、安全チョッキ等の着用も。

●

架空線下での作業において、「監視人」が適正配置されていなかった。

※

※※

※ 「架空線」付近において、バックホー等による掘削作業がある場合には、

「架空線」付近において、バックホー等による掘削作業がある場合には、「架空線」付近において、バックホー等による掘削作業がある場合には、

「架空線」付近において、バックホー等による掘削作業がある場合には、

基本的には移設、囲い等を行い、その対応が困難なときには「誘導員」では

基本的には移設、囲い等を行い、その対応が困難なときには「誘導員」では基本的には移設、囲い等を行い、その対応が困難なときには「誘導員」では

基本的には移設、囲い等を行い、その対応が困難なときには「誘導員」では

なく、「監視人」を配置し、その業務以外には就かせないこと。

なく、「監視人」を配置し、その業務以外には就かせないこと。なく、「監視人」を配置し、その業務以外には就かせないこと。

なく、「監視人」を配置し、その業務以外には就かせないこと。

安衛則１５５条

（車両系建設機械）

安衛則１５９条

安衛則５１８条

クレーン則６６条の２ （移動式クレーン）

安衛則６３８条の４ （元方事業者の指導）

安衛則１５８条

安衛則３４９条

安衛則５１９条

安衛則１５４条



●

重機作業付近での立入禁止措置が明確にされていなかった。

※

※※

※ 車両系建設機械及び車両系荷役運搬機械等作業を行う場合、機械または

車両系建設機械及び車両系荷役運搬機械等作業を行う場合、機械または車両系建設機械及び車両系荷役運搬機械等作業を行う場合、機械または

車両系建設機械及び車両系荷役運搬機械等作業を行う場合、機械または

荷に接触する箇所への立入禁止措置または誘導者の配置を実施し、「安全

荷に接触する箇所への立入禁止措置または誘導者の配置を実施し、「安全荷に接触する箇所への立入禁止措置または誘導者の配置を実施し、「安全

荷に接触する箇所への立入禁止措置または誘導者の配置を実施し、「安全

通路」を確保すること。

通路」を確保すること。通路」を確保すること。

通路」を確保すること。

④ その他～

●

熱中症予防対策を十分図ること。

① 「職場における熱中症の予防について」（平成21年6月19日付）

② 「平成25年の職場での熱中症予防対策の重点的な実施について」

（平成25年5月21日付）

●

リスクアセスメントへの取組が実施されていなかったり、リスク評価の整合性が

取れてれていなかった。また、リスクの見積りが適正に行われていなかった。

※

※※

※ 「リスクアセスメント」の評価方式を統一・簡素化を

「リスクアセスメント」の評価方式を統一・簡素化を「リスクアセスメント」の評価方式を統一・簡素化を

「リスクアセスメント」の評価方式を統一・簡素化を目

目目

目指すこと。

指すこと。指すこと。

指すこと。

※

※※

※ 改

改改

改めて、「

めて、「めて、「

めて、「新総

新総新総

新総合

合合

合工

工工

工事業者のためのリスクアセスメント

事業者のためのリスクアセスメント事業者のためのリスクアセスメント

事業者のためのリスクアセスメント教育

教育教育

教育」

」」

」講習

講習講習

講習の

のの

の受講

受講受講

受講をして、

をして、をして、

をして、

再度

再度再度

再度勉強

勉強勉強

勉強して

してして

してみ

みみ

みることも一理であ

ることも一理であることも一理であ

ることも一理であろ

ろろ

ろう。

う。う。

う。

●

振動機械・工具使用時は、装置に防振対策を取るか「防振手袋」の使用をする。

※

※※

※ 平

平平

平成２

成２成２

成２１年７月１

１年７月１１年７月１

１年７月１０日

０日０日

０日振動障

振動障振動障

振動障害

害害

害予

予予

予防対策指

防対策指防対策指

防対策指針

針針

針が

がが

が改

改改

改正になった。（チ

正になった。（チ正になった。（チ

正になった。（チェ

ェェ

ェーン

ーンーン

ーンソ

ソソ

ソー以外）

ー以外）ー以外）

ー以外）

※

※※

※ （

（（

（ポイ

ポイポイ

ポイント

ントント

ント１

１１

１）～

）～）～

）～振動値

振動値振動値

振動値に応

に応に応

に応じ

じじ

じて

てて

て振動工具

振動工具振動工具

振動工具の使用時間

の使用時間の使用時間

の使用時間管

管管

管理）

理）理）

理）

※

※※

※ （

（（

（ポイ

ポイポイ

ポイント２）～

ント２）～ント２）～

ント２）～振動暴露限界

振動暴露限界振動暴露限界

振動暴露限界時間等についての

時間等についての時間等についての

時間等についての教育

教育教育

教育実施

実施実施

実施

●

酸欠作業主任者

酸欠作業主任者酸欠作業主任者

酸欠作業主任者の選任について～

事業者は、労働災害を防止するための管理を必要とする作業で、政令で

定めるものについては、技能講習を修了した者のうちから、作業の区分に

応じて、作業主任者を選任し、その者に作業に従事する労働者の指揮その他

省令で定める事項を行わせなければならない。

基発　0619001号

「危険性又は有害性等の調査等に関する指針」

安衛則１５８条

安衛則１５１条の７

基安発　0521号の第1号

（熱中症基本対策）



現場管理者が「酸欠作業主任者」を修了していないと、法違反となる！

※

※※

※ 政令

政令政令

政令で定める「

で定める「で定める「

で定める「酸欠

酸欠酸欠

酸欠危険場所」とは～

危険場所」とは～危険場所」とは～

危険場所」とは～

①

①①

① 井戸

井戸井戸

井戸等（

等（等（

等（井戸

井戸井戸

井戸、たて

、たて、たて

、たて抗

抗抗

抗、

、、

、ず

ずず

ずい

いい

い道

道道

道、

、、

、ピ

ピピ

ピット等）の内部

ット等）の内部ット等）の内部

ット等）の内部

②

②②

② 長期

長期長期

長期間使用されていない（

間使用されていない（間使用されていない（

間使用されていない（約

約約

約３か

３か３か

３か月

月月

月）

））

）井戸

井戸井戸

井戸等の内部

等の内部等の内部

等の内部

③

③③

③ 地下に

地下に地下に

地下に敷

敷敷

敷設する

設する設する

設する物

物物

物を

をを

を収納

収納収納

収納する

するする

する暗渠

暗渠暗渠

暗渠、

、、

、マ

ママ

マンホー

ンホーンホー

ンホール

ルル

ル、

、、

、ピ

ピピ

ピットの内部

ットの内部ットの内部

ットの内部

※

※※

※ 雨水

雨水雨水

雨水、

、、

、河川

河川河川

河川の

のの

の流水

流水流水

流水または

またはまたは

または湧水

湧水湧水

湧水が

がが

が滞留

滞留滞留

滞留、または

、または、または

、または滞留

滞留滞留

滞留したことのある

したことのあるしたことのある

したことのある槽

槽槽

槽、

、、

、

暗渠

暗渠暗渠

暗渠、

、、

、マ

ママ

マンホー

ンホーンホー

ンホール

ルル

ル、または

、または、または

、またはピ

ピピ

ピットの内部

ットの内部ットの内部

ットの内部

●

現場において、１８歳未満の年少者のアルバイト等の就労に関して～

①

①①

① 労働

労働労働

労働条件

条件条件

条件が

がが

が明

明明

明示されていること

示されていること示されていること

示されていること

②

②②

② 賃金

賃金賃金

賃金の

のの

の支払

支払支払

支払い（

い（い（

い（最低賃金額

最低賃金額最低賃金額

最低賃金額を下

を下を下

を下回

回回

回らないこと）

らないこと）らないこと）

らないこと）

※

※※

※ 平成２５年１０月１８日から　　

③

③③

③ 労働時間の

労働時間の労働時間の

労働時間の厳守

厳守厳守

厳守（

（（

（週

週週

週４０時間、

４０時間、４０時間、

４０時間、１

１１

１日

日日

日８

８８

８時間を

時間を時間を

時間を超え

超え超え

超えてはならない）

てはならない）てはならない）

てはならない）

④

④④

④ 休憩

休憩休憩

休憩時間の付

時間の付時間の付

時間の付与

与与

与（

（（

（６

６６

６時間を

時間を時間を

時間を超え

超え超え

超える場合は、

る場合は、る場合は、

る場合は、途

途途

途中４

中４中４

中４５分

５分５分

５分以上の

以上の以上の

以上の休憩

休憩休憩

休憩）

））

）

⑤

⑤⑤

⑤ 原則

原則原則

原則、

、、

、休

休休

休日は

日は日は

日は毎週１

毎週１毎週１

毎週１日を付

日を付日を付

日を付与

与与

与

⑥

⑥⑥

⑥ 事業場に

事業場に事業場に

事業場に年少

年少年少

年少者の

者の者の

者の年齢証明

年齢証明年齢証明

年齢証明書を

書を書を

書を備え

備え備え

備えなければならない

なければならないなければならない

なければならない

（

（（

（住民票

住民票住民票

住民票記載事

記載事記載事

記載事項証明

項証明項証明

項証明書）

書）書）

書）

⑦

⑦⑦

⑦ 労働

労働労働

労働契約

契約契約

契約は本人が

は本人がは本人が

は本人が結ぶ

結ぶ結ぶ

結ぶこと

ことこと

こと

⑧

⑧⑧

⑧ 時間外、

時間外、時間外、

時間外、休

休休

休日労働を行

日労働を行日労働を行

日労働を行わ

わわ

わせることができない

せることができないせることができない

せることができない

⑨

⑨⑨

⑨ 「危険

「危険「危険

「危険有

有有

有害業務の就業

害業務の就業害業務の就業

害業務の就業制限

制限制限

制限」

」」

」

●

●●

●

重量物

重量物重量物

重量物の

のの

の取扱

取扱取扱

取扱い

いい

い

●

●●

●

運

運運

運転

転転

転中の機械等の

中の機械等の中の機械等の

中の機械等の掃除

掃除掃除

掃除、検

、検、検

、検査

査査

査、

、、

、修

修修

修理等

理等理等

理等

●

●●

●

ボイラ

ボイラボイラ

ボイラー、クレーン、２トン以上の

ー、クレーン、２トン以上のー、クレーン、２トン以上の

ー、クレーン、２トン以上の大型

大型大型

大型ト

トト

トラ

ララ

ラック等の運

ック等の運ック等の運

ック等の運転

転転

転または

またはまたは

または取扱

取扱取扱

取扱い

いい

い

●

●●

●

深

深深

深さが

さがさが

さが５

５５

５ｍ以上の地

ｍ以上の地ｍ以上の地

ｍ以上の地穴

穴穴

穴または

またはまたは

または土砂崩壊

土砂崩壊土砂崩壊

土砂崩壊の

のの

の恐

恐恐

恐れがある場所の業務

れがある場所の業務れがある場所の業務

れがある場所の業務

●

●●

●

高さが

高さが高さが

高さが５

５５

５ｍ以上で墜落の

ｍ以上で墜落のｍ以上で墜落の

ｍ以上で墜落の恐

恐恐

恐れがある場所の業務

れがある場所の業務れがある場所の業務

れがある場所の業務

●

●●

●

足場の組立等の業務

足場の組立等の業務足場の組立等の業務

足場の組立等の業務

●

●●

●

大型丸

大型丸大型丸

大型丸のこ

のこのこ

のこ盤

盤盤

盤または

またはまたは

または大型

大型大型

大型帯のこ

帯のこ帯のこ

帯のこ盤

盤盤

盤に

にに

に木材

木材木材

木材を

をを

を送給

送給送給

送給する業務

する業務する業務

する業務

●

●●

●

感電

感電感電

感電の危険

の危険の危険

の危険性

性性

性が高い業務

が高い業務が高い業務

が高い業務

●

●●

●

有

有有

有害

害害

害物

物物

物または危険

または危険または危険

または危険物

物物

物を

をを

を取

取取

取り

りり

り扱

扱扱

扱う業務

う業務う業務

う業務

●

●●

●

著

著著

著しく

しくしく

しく塵埃

塵埃塵埃

塵埃等を

等を等を

等を飛散

飛散飛散

飛散っする場所または

っする場所またはっする場所または

っする場所または有

有有

有害

害害

害物

物物

物の

のの

のガ

ガガ

ガス等発生場所

ス等発生場所ス等発生場所

ス等発生場所

●

●●

●

著

著著

著しく高

しく高しく高

しく高温

温温

温または

またはまたは

または低温

低温低温

低温な場所または

な場所またはな場所または

な場所または異

異異

異常

常常

常気圧

気圧気圧

気圧の場所

の場所の場所

の場所

●

●●

●

坑

坑坑

坑内労働

内労働内労働

内労働

⑩

⑩⑩

⑩ 雇

雇雇

雇入れ時の安全

入れ時の安全入れ時の安全

入れ時の安全衛

衛衛

衛生

生生

生教育

教育教育

教育の実施

の実施の実施

の実施

⑪

⑪⑪

⑪ 労働災害

労働災害労働災害

労働災害補償

補償補償

補償～す

～す～す

～すべ

べべ

べてが対

てが対てが対

てが対象

象象

象である（業務上、通

である（業務上、通である（業務上、通

である（業務上、通勤

勤勤

勤災害）

災害）災害）

災害）

提出された労働者名簿をよくよく照合せよ！

安衛法第１４条

労働基準法第６２条

７３４円



●

深さまたは高さが1.5ｍを超える場所には、「昇降設備」が必要である。

●

安全な通路等の管理～

作業場に通ずる場所及び作業場内には、安全な通路を設け有効に保持する。

通路であることを表示すること。

●

移動はしごの安全作業～

①

①①

① 丈夫な構造

②

②②

② 材料に著しい損傷、腐食等がない

③

③③

③ 幅は３０ｃｍ以上

④

④④

④ 滑り止め装置の取付その他転位を防止するための必要な措置

●

発電機のアースは必ずとること。

漏電リレーアースと外箱（ボディ）アースはそれぞれ必ず接地すること。

最後に、本年も５月以降安全パトロールを実施してまいります。

安衛則５２７条

安衛則３３３条

（漏電による感電の防止）

電気技術基準第１０条

（電気設備の設置）

安衛則５２６条

安衛則５４０条



平成２５年度パトロール指導・指摘事項平成２５年度パトロール指導・指摘事項平成２５年度パトロール指導・指摘事項平成２５年度パトロール指導・指摘事項

月

月月

月

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

szz

●

●●

●

○ ○ ○

●

●●

●

○ ○

●

●●

●

○ ○ ○

●

●●

●

○ ○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○ ○ ○ ○ ○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○ ○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

●

●●

●

○

6666

統責者による現場巡視記録が不備

統責者による現場巡視記録が不備統責者による現場巡視記録が不備

統責者による現場巡視記録が不備 3

災防協の開催記録が整理されてない 2

◎

指　導　　・指　摘　事　項 件数 ポ　イ　ン　ト

5555

作業手順書が周知されていない

作業手順書が周知されていない作業手順書が周知されていない

作業手順書が周知されていない 1

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置 1

外部足場開始前点検実施者が不明である

外部足場開始前点検実施者が不明である外部足場開始前点検実施者が不明である

外部足場開始前点検実施者が不明である

合図者・誘導員の適正配置が必要 1

機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底 3

熱中症対策の徹底

熱中症対策の徹底熱中症対策の徹底

熱中症対策の徹底 2

近隣住民への作業のお知らせの記録なし 1

1

１８歳未満作業者の必要書類不備あり 2

玉掛けワイヤーの点検色の掲示依頼 1

クレーン作業計画書の作成・周知が必要

クレーン作業計画書の作成・周知が必要クレーン作業計画書の作成・周知が必要

クレーン作業計画書の作成・周知が必要 1

災害防止協議会の開催及び記録をする 2

1

リスクアセスメントの取組が急務である

リスクアセスメントの取組が急務であるリスクアセスメントの取組が急務である

リスクアセスメントの取組が急務である 1

振動工具使用時の防振対策が必要

振動工具使用時の防振対策が必要振動工具使用時の防振対策が必要

振動工具使用時の防振対策が必要 1

リスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求めるリスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求める 5

深さ1.5ｍ以上の昇降設備の設置必要

深さ1.5ｍ以上の昇降設備の設置必要深さ1.5ｍ以上の昇降設備の設置必要

深さ1.5ｍ以上の昇降設備の設置必要

1

統責者による現場巡視記録を具体的に

統責者による現場巡視記録を具体的に統責者による現場巡視記録を具体的に

統責者による現場巡視記録を具体的に 1

機械作業計画書の不備（稼働すべて）

機械作業計画書の不備（稼働すべて）機械作業計画書の不備（稼働すべて）

機械作業計画書の不備（稼働すべて） 1

近隣住民への作業のお知らせの記録なし 1

安全日誌は毎日記録すること（整備含め）

8888

1

リスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求めるリスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求める 1

緊急時連絡体制の整備が急務である

緊急時連絡体制の整備が急務である緊急時連絡体制の整備が急務である

緊急時連絡体制の整備が急務である

7777

車両系建設機械休止中、キーを抜くこと

車両系建設機械休止中、キーを抜くこと車両系建設機械休止中、キーを抜くこと

車両系建設機械休止中、キーを抜くこと 1

熱中症対策の徹底

熱中症対策の徹底熱中症対策の徹底

熱中症対策の徹底 1

酸欠作業への意識不足である

酸欠作業への意識不足である酸欠作業への意識不足である

酸欠作業への意識不足である 1

足場の日常点検がされていない 1

足場開口部付近の墜落防止策が必要

足場開口部付近の墜落防止策が必要足場開口部付近の墜落防止策が必要

足場開口部付近の墜落防止策が必要 1

9999

有資格者の表示（職務も含めて）必要 1

安全通路の確保と明示が必要 1

1

リスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求めるリスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求める 0

統責者による現場巡視記録を具体的に

統責者による現場巡視記録を具体的に統責者による現場巡視記録を具体的に

統責者による現場巡視記録を具体的に 1

適正な作業手順になっていない（整合性） 1

健康診断実施が確認できない 1

足場の日常点検がされていない 1

機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底

10101010
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●
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●
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●

●●
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○

●

●●

●

○

振動工具使用時の防振対策が必要

振動工具使用時の防振対策が必要振動工具使用時の防振対策が必要

振動工具使用時の防振対策が必要 1

車両系建設機械特自検の確認必要

車両系建設機械特自検の確認必要車両系建設機械特自検の確認必要

車両系建設機械特自検の確認必要 1

11111111

統責者による現場巡視記録がない

統責者による現場巡視記録がない統責者による現場巡視記録がない

統責者による現場巡視記録がない 1

機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底 1

移動電線の整備が必要

梯子の突出し６０ｃｍ以上が確保されず 2

外部足場落下防止策（巾木）がない 1

1

ＣＯ中毒予防意識が重要（換気） 1

リスクアセスメントの取組が急務である

リスクアセスメントの取組が急務であるリスクアセスメントの取組が急務である

リスクアセスメントの取組が急務である 1

1

発電機のアース（ボディ）がない 1

安全日誌は毎日記録（具体的指示を） 1

1

1

地足場の点検表を作成すること

掘削箇所の墜落防止策が必要である

地山の点検がされていない

小型移動式クレーンの作業計画書必要

届け出安全書類の整備が必要

架空線下作業において防護・旗等の表示

2222

有資格者表示（職務内容）が必要 1

安全通路が確保されていない 1

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置 1

1

安全掲示物が少ない（掲示が必要） 1

架空線下作業において監視人の配置必要 1

振動ローラーの輪止めが必要 1

発電機のアース（ボディ）がない 1

リスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求めるリスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求める

10101010

12121212

統責者による現場巡視記録を具体的に

統責者による現場巡視記録を具体的に統責者による現場巡視記録を具体的に

統責者による現場巡視記録を具体的に

1

1

1

1

1

リスクアセスメントの取組が急務である

リスクアセスメントの取組が急務であるリスクアセスメントの取組が急務である

リスクアセスメントの取組が急務である

機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底機械作業計画書の周知の徹底

機械作業計画書の周知の徹底

交通ヒヤリマップの作成・周知が必要

リスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求めるリスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求める

土止め支保工の点検実施が必要

1

1

1

1



平成２５年度パトロール指導・指摘事項
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79

7979

79 100.0

100.0100.0

100.0

熱中症対策の徹底を図ること

熱中症対策の徹底を図ること熱中症対策の徹底を図ること

熱中症対策の徹底を図ること

3

33

3 3.8

3.83.8

3.8

その他

その他その他

その他

51

5151

51 64.6

64.664.6

64.6

リスクアセスメントの取組が急務である（実施していない）

リスクアセスメントの取組が急務である（実施していない）リスクアセスメントの取組が急務である（実施していない）

リスクアセスメントの取組が急務である（実施していない）

3

33

3 3.8

3.83.8

3.8

災害防止協議会の開催及び記録保管（記録なしを含む）

災害防止協議会の開催及び記録保管（記録なしを含む）災害防止協議会の開催及び記録保管（記録なしを含む）

災害防止協議会の開催及び記録保管（記録なしを含む）

4

44

4 5.1

5.15.1

5.1

現場統責者による現場巡視・記録がされていない（毎日でない）

現場統責者による現場巡視・記録がされていない（毎日でない）現場統責者による現場巡視・記録がされていない（毎日でない）

現場統責者による現場巡視・記録がされていない（毎日でない）

6

66

6 7.6

7.67.6

7.6

リスク評価の整合性を求める（評価が甘い等）

リスク評価の整合性を求める（評価が甘い等）リスク評価の整合性を求める（評価が甘い等）

リスク評価の整合性を求める（評価が甘い等）

9

99

9 11.4

11.411.4

11.4

集計表

指　導　　・指　摘　事　項 件　数

（％）

足場開始前点検者が不明又は点検されていない

足場開始前点検者が不明又は点検されていない足場開始前点検者が不明又は点検されていない

足場開始前点検者が不明又は点検されていない

3

33

3 3.8

3.83.8

3.8

指　導　　・指　摘　事　項 件数 ポ　イ　ン　ト

作業手順書が周知されていない又は整合性がない

2

墜落防止措置が必要なのに立入禁止措置になっている

2

外部足場開始前点検者が不明又はされていない

3

１８歳未満作業者の必要書類に不備あり

2

統責者による現場巡視記録が不備

統責者による現場巡視記録が不備統責者による現場巡視記録が不備

統責者による現場巡視記録が不備

6

災害防止協議会開催記録が整理されていない

災害防止協議会開催記録が整理されていない災害防止協議会開催記録が整理されていない

災害防止協議会開催記録が整理されていない

4

機械作業計画書の作成・周知がされていない

機械作業計画書の作成・周知がされていない機械作業計画書の作成・周知がされていない

機械作業計画書の作成・周知がされていない

7

熱中症対策の徹底

3

近隣住民への作業のお知らせの記録なし

2

合図者・誘導員の適正配置が必要

1

車両系建設機械の休止中はキーを抜くこと

1

深さ1.5ｍ以上の昇降設備の設置必要

1

リスクアセスメントの取組が急務である

3

振動工具使用時の防振対策が必要

2

リスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求めるリスク評価の整合性を求める

リスク評価の整合性を求める

9

玉掛けワイヤーの点検色の掲示をすること

1

クレーン作業計画書の作成・周知が必要

1

安全日誌は毎日記録すること（整備含めて）

2

緊急時連絡体制の整備が急務である

1

有資格者の表示（職務を含めて）が必要

2

安全通路の確保と明示が必要

2

酸欠作業場所への認識不足

1

足場開口部付近の墜落防止策が必要

1

作業員の健康診断実施が確認できない

1

車両系建設機械の特定自主検査証が確認できない

1

移動電線の整備（地這い）が必要

1

一酸化炭素中毒予防意識が重要である（換気不足）

1

梯子の上部突出し６０ｃｍ以上が確保されていない

2

外部足場落下防止策（巾木）がない

1

発電機のアース（ボディ）がない

2

地足場の点検表を作成すること

1

掘削箇所の墜落防止策が必要である

1

地山の点検がされていない

1

小型移動式クレーンの作業計画書が必要である

1

79

7979

79

安全関係届け出書類の整備が必要である

1

架空線下作業において防護・旗等の表示が必要（監視人配置）

2

交通ヒヤリマップの作成・周知が必要である

1

土止め支保工の点検実施が必要である

1

安全掲示物が少ない（掲示が必要）

1

振動ローラーの輪止めがない

1

0



足場開始前点検者が不

明又は点検されていな

い

3.8%

現場統責者による現場

巡視・記録がされていな

い（毎日でない）

7.6%

リスク評価の整合性を

求める（評価が甘い等）

11.4%

リスクアセスメントの取

組が急務である（実施し

ていない）

3.8%

災害防止協議会の開催

及び記録保管（記録な

しを含む）

5.1%

熱中症対策の徹底を図

ること

3.8%

その他

64.6%

パトロール指摘事項パトロール指摘事項パトロール指摘事項パトロール指摘事項
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